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熊
本
県
山
都
町
に
あ
る
通つ
う

潤
じ
ゅ
ん

橋き
ょ
うは

近
世
石
橋
の

傑
作
と
し
て
2
0
2
3
年
秋
、国
宝
に
指
定
さ
れ
た
。

中
央
部
か
ら
の
豪
快
な
放
水
で
知
ら
れ
る
。惣
庄
屋
、

布ふ

田た

保や
す

之の

助す
け

が
水
不
足
を
解
決
し
よ
う
と
命
懸
け

で
築
い
た
物
語
を
教
科
書
な
ど
で
学
ん
だ
人
も
多

か
ろ
う
。

そ
の
通
潤
橋
か
ら
６
㎞
ほ
ど
離
れ
た
場
所
に
、
も

う
ひ
と
つ
の
見
所
「
小
笹
円
形
分
水
」
は
あ
る
。
河

川
の
水
を
争
い
な
く
公
平
に
配
分
す
る
た
め
の
装
置

で
、
昭
和
31
（
１
９
５
６
）
年
に
で
き
た
。

円
形
の
二
重
の
筒
で
で
き
て
お
り
、
近
く
の
河
川

か
ら
取
水
し
た
水
の
わ
き
だ
し
口
が
底
部
に
あ
る
。

水
は
内
円
筒
か
ら
あ
ふ
れ
、
仕
切
り
で
円
周
の
外
周

の
長
さ
に
応
じ
て
配
分
さ
れ
て
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

水
路
に
流
れ
て
い
く
。
通
潤
地
区
（
白
糸
台
地
）
と

野
尻
・
小
笹
地
区
へ
の
配
分
比
率
（
７
対
3
程
度
か
）

は
水
田
の
面
積
比
で
決
め
ら
れ
た
。

過
日
、熊
本
に
行
っ
た
際
、見
学
し
た
。通
潤
橋
か

ら
車
で
数
分
程
度
。周
囲
の
景
色
に
溶
け
込
み
、見

て
い
て
あ
き
な
い
。
熊
本
の
小
学
校
は
通
潤
橋
と
円

形
分
水
を
合
わ
せ
て
見
学
す
る
こ
と
が
慣
例
と
い
う
。

円
形
分
水
は
、
円
筒
分
水
と
も
呼
ば
れ
る
。
現
在

の
様
式
は
昭
和
16
（
１
９
４
１
）
年
に
で
き
た
川
崎

市
の
「
久く

地じ

円
筒
分
水
」
が
原
型
と
い
わ
れ
、
戦
後

し
ば
ら
く
各
地
で
盛
ん
に
作
ら
れ
た
。
多
く
の
地
域

で
水
争
い
は
深
刻
で
、
公
平
で
可
視
化
さ
れ
た
円
形

分
水
は
重
宝
な
ア
イ
デ
ア
だ
っ
た
。

そ
の
機
能
美
も
こ
こ
に
き
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

地
域
に
よ
っ
て
円
筒
の
つ
く
り
や
大
き
さ
に
違
い
が

あ
る
が
、ど
う
や
ら
熱
心
な
フ
ァ
ン
が
い
る
ら
し
い
。

お
気
に
入
り
の
装
置
を
ま
と
め
て
サ
イ
ト
で
紹
介
し

て
い
る
人
も
い
る
。

山
都
町
の
ほ
か
、
富
山
県
魚
津
市
の
「
東
山
円
筒

分
水
槽
」、
滋
賀
県
米
原
市
の
「
井
之
口
円
形
分
水

工
」
な
ど
は
形
状
や
周
辺
風
景
の
美
し
さ
か
ら
す
で

に
観
光
ス
ポ
ッ
ト
的
な
人
気
を
博
し
て
い
る
。
丁
寧

に
確
認
す
れ
ば
、
他
町
村
に
も
「
わ
が
町
の
円
形
分

水
」
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

の
ど
か
な
円
形
分
水
の
風
景
は
、
見
る
人
の
心
を

ど
こ
か
、
な
ご
ま
せ
る
。
地
方
が
競
争
に
駆
り
立
て

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
昨
今
で
あ
る
。
争
い
を
円
満
に

収
め
た
先
人
の
知
恵
が
ま
ぶ
し
い
。

「周囲の風景に溶け込んだ熊本県山
やま

都
と

町
ちょう

の小
お

笹
ざさ

円
えん

形
けい

分
ぶん

水
すい

」〔写真提供：人羅 格氏〕

写真キャプション
山都町小笹地区で笹原川の水
を引く「小笹円形分水」。正
面奥と向かって右手にある２
つの仕切り壁により分水され
る。内円筒から水が豊かにあ
ふれ出る様子を眺めながら、
水の紛争を解決すべく知恵を
寄せ合った先人の苦労に思い
を馳せる。

　
円
形
分
水
の
あ
る
風
景

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

人ひ
と

羅ら

 

　
格た

だ
し

政�

策
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ム
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想
「
行
政
相
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活
動
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困
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解
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連
携
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は
じ
め
に

は
じ
め
に

行
政
相
談
は
、
国
民
か
ら
国
の
行
政

な
ど
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
、
そ

の
解
決
を
図
る
と
と
も
に
、
行
政
の

制
度
・
運
営
の
改
善
に
い
か
す
仕
組

み
で
す
。

総
務
省
の
行
政
相
談
窓
口
や
町
村
の

窓
口
に
は
、
多
く
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ

ま
す
が
、
総
務
省
に
お
い
て
、
国
が
一

定
程
度
統
一
的
に
回
答
で
き
る
質
問

に
対
応
す
る
「
国
・
地
方
共
通
相
談

チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
」
の
提
供
を
開
始

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
住
民
の

利
便
性
の
向
上
、
町
村
の
窓
口
負
担

の
軽
減
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

ま
た
、
総
務
省
や
町
村
に
寄
せ
ら
れ

る
相
談
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ

り
、
国
と
町
村
が
連
携
し
て
対
応
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
も
の
も
あ
り

ま
す
。
能
登
半
島
地
震
の
対
応
に
お

い
て
も
、
国
の
行
政
機
関
や
自
治
体

の
職
員
、
行
政
書
士
等
が
一
堂
に
会

し
、
相
談
に
対
応
す
る
特
別
行
政
相

談
活
動
を
実
施
し
て
お
り
、
今
後
の

○ 「国・地⽅共通相談チャットボット」の提供開始
総務省の⾏政相談窓⼝や地⽅公共団体の窓⼝には、多くの相談が寄せられますが、

総務省において、国が⼀定程度統⼀的に回答できる質問に対応する「国・地⽅共通
相談チャットボット」の提供を開始しました。これにより、住⺠の利便性の向上、
⾃治体の窓⼝負担の軽減につながることが期待されます。

○ ⾏政相談と⾃治体の連携（地域課題の解決推進のための連携）
総務省や⾃治体の窓⼝に寄せられる相談にはさまざまなものがあり、国と⾃治体が

連携して対応することが求められるものもあります。

○ 今後の災害に備えた平時からの連携について
能登半島地震の対応においても、国の⾏政機関や⾃治体の職員、⾏政書⼠等が⼀堂

に会し、相談に対応する特別⾏政相談活動を実施しており、今後の災害に備える意味
でも、平時から関係構築に取り組んでおくことが重要です。

このため、総務⼤⾂から各都道府県知事、市区町村⻑宛てに、⾏政相談活動
における国と⾃治体の連携を進めるためのメッセージを発出いたしました。

政　策

「行政相談活動と困りごと解決への「行政相談活動と困りごと解決への
連携のお願い」について連携のお願い」について
総務省　行政評価局行政相談企画課総務省　行政評価局行政相談企画課

　　　　　　地域力創造グループ地域政策課　　　　　　地域力創造グループ地域政策課

総務大臣メッセージ「行政相談活動と困りごと解決への連携のお願い」のポイント
（https://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/hyouka_240326000170002.html）

2024年（令和 6年） 4月29日　2第3279号 町 村 週 報（第三種郵便物認可）

p02-06 3279 政策_自治体チャットボット.indd   2p02-06 3279 政策_自治体チャットボット.indd   2 2024/04/30   9:43:232024/04/30   9:43:23



災
害
に
備
え
る
意
味
で
も
、
平
時
か

ら
関
係
構
築
に
取
り
組
ん
で
お
く
こ

と
が
重
要
で
す
。

こ
の
た
め
、令
和
６
年
３
月
26
日
に
、

総
務
大
臣
か
ら
各
都
道
府
県
知
事
、
市

区
町
村
長
宛
て
に
、
行
政
相
談
活
動
に

お
け
る
国
と
自
治
体
の
連
携
を
進
め
る

た
め
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
出
い
た
し
ま

し
た
。

本
稿
で
は
、
総
務
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
踏
ま
え
、
行
政
相
談
と
町
村
の
連
携

を
深
め
た
く
、
取
組
例
に
つ
い
て
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。

能
登
半
島
地
震
の
対
応
を
踏
ま
え

能
登
半
島
地
震
の
対
応
を
踏
ま
え

た
行
政
相
談
と
自
治
体
の
連
携

た
行
政
相
談
と
自
治
体
の
連
携

（
今
後
の
災
害
に
備
え
た
平
時
か
ら

（
今
後
の
災
害
に
備
え
た
平
時
か
ら

の
連
携
）
に
つ
い
て

の
連
携
）
に
つ
い
て

行
政
相
談
で
は
、
令
和
6
年
能
登
半

島
地
震
の
発
生
を
受
け
、
被
災
地
の
状

況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
市
町
の
支
援
メ

ニ
ュ
ー
を
と
り
ま
と
め
て
被
災
者
に

提
供
し
た
り
、
被
災
者
か
ら
寄
せ
ら
れ

る
ご
相
談
に
つ
い
て
市
町
に
何
が
で

き
る
か
を
確
認
し
て
回
答
す
る
な
ど
、

自
治
体
と
連
携
し
て
、
被
災
者
の
生
活

再
建
に
向
け
た
支
援
活
動
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
に
お
い

て
、
迅
速
な
対
応
を
展
開
で
き
て
い
る

の
は
、
平
時
か
ら
総
務
省
と
自
治
体
が

連
携
を
密
に
し
て
い
た
成
果
だ
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
緊
急

時
に
も
迅
速
に
現
場
の
ニ
ー
ズ
や
困

り
ご
と
を
把
握
し
、
解
決
を
図
っ
て

い
く
取
組
を
全
国
的
に
展
開
す
べ
く
、

平
素
か
ら
、
行
政
相
談
と
町
村
の
連

携
を
深
化
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

行
政
相
談
と
自
治
体
の
連
携

行
政
相
談
と
自
治
体
の
連
携

（
地
域
課
題
の
解
決
推
進
の
た
め
の

（
地
域
課
題
の
解
決
推
進
の
た
め
の

連
携
）
に
つ
い
て

連
携
）
に
つ
い
て

地
域
住
民
が
抱
え
る
課
題
が
複
雑

化
・
多
様
化
し
、
町
村
の
窓
口
に
相
談

に
寄
せ
ら
れ
る
困
り
ご
と
に
つ
い
て

は
、
町
村
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
も

の
も
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
総

務
省
の
行
政
相
談
と
町
村
が
連
携
す

る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
困
り
ご
と
・

令和６年能登半島地震対応における連携事例②
～「災害専用フリーダイヤル」に寄せられた困りごとの解決～

 「災害専用フリーダイヤル」を開設して被災者からのご相談を受付
→ 内容に応じて、自治体はじめ関係機関に照会・相談して対応

２

輪島市から金沢市に２次避難しているが、
罹災証明申請は輪島市で行う必要があるのか
⇒内閣府通知を基に、
「避難先の自治体が、被災者に代わって被
災者の住家が所在する自治体に罹災証明書
の申請書を転送」できる旨を案内

実例① 実例②

輪島市の仮設住宅の申込みをしたいが、
やむを得ない事情により、申込期限を過ぎて
しまった
市に仮設住宅の申込みはできないか
⇒その場で輪島市の担当者と連絡を取りつつ、
相談者の仮設住宅の電子申請をサポート

実例③

マイナンバーカードの暗証番号を避難先の自
治体で再設定できるようにしてほしい
⇒特例的に、石川県内の一部の自治体の方が
避難先の自治体で再設定をできるよう、
総務省から全国の自治体に通知

実例④

ライフラインが途絶しているので、みなし仮
設住宅の入居要件に該当するはずだが、要件
が不明確で被災者に案内できない自治体あり
⇒内閣府から被災自治体に対して「ライフラ
インが途絶している場合にも、みなし仮設
住宅の入居が可能」である旨を通知

 被災者に生活支援情報を届けるため、支援メニューの内容や申請相談窓口
をまとめたガイドブックを作成し、市町や避難所に配布

 ガイドブックについては、自治体に掲載内容を確認いただいたり、HPや
SNSで発信していただくなど、自治体と連携して作成・配布

令和６年能登半島地震対応における連携事例①
～生活支援情報をまとめたガイドブックの作成・配布～

ガイドブック
はこちら

石川県がX（旧ツイッター）で発信 中能登町が町のHPに掲載

１

実例① 実例②

政　策

行政相談に関する国・自治体の連携
～コンセプトと事例集～
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地
域
課
題
の
解
決
の
推
進
を
図
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
平
素
か
ら
、
町
村
に

寄
せ
ら
れ
る
国
に
関
す
る
相
談
を
総

務
省
に
回
付
い
た
だ
い
た
り
、
地
域
課

題
を
共
有
す
る
た
め
の
意
見
交
換
を

密
に
す
る
な
ど
連
携
を
進
め
る
こ
と

で
、
こ
れ
ま
で
国
に
関
す
る
相
談
対
応

を
行
っ
て
い
た
町
村
職
員
の
負
担
を

軽
減
す
る
と
と
も
に
、
地
域
課
題
や
日

頃
か
ら
抱
い
て
い
る
国
に
対
す
る
意

見
に
つ
い
て
、
総
務
省
の
行
政
相
談
で

解
決
に
貢
献
で
き
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
今
後
、
こ
れ
ま
で
の
連
携
状
況

も
踏
ま
え
、
可
能
な
も
の
か
ら
連
携
深

化
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。　

国
・
地
方
共
通
相
談

国
・
地
方
共
通
相
談  

チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
（

チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
（G

o
vb

o
t

G
o

vb
o

t

））  

の
提
供
開
始
　

の
提
供
開
始
　

町
村
の
窓
口
に
は
、
多
く
の
相
談
が

寄
せ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
総
務

省
に
お
い
て
国
が
一
定
程
度
統
一
的

に
回
答
で
き
る
質
問
に
対
応
す
る

「
国
・
地
方
共
通
相
談
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ

ト
」
の
提
供
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

住
民
か
ら
の
問
合
せ
ニ
ー
ズ
が
多
い
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
、
子
育
て
、
医
療
保
険
、

年
金
、
税
、
不
動
産
登
記
、
戸
籍
等

の
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
、
よ
く
あ
る

質
問
と
回
答
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
住
民
の
利
便
性
向
上
に
向
け

て
、
自
治
体
と
連
携
し
、
自
治
体
が

住
民
の
方
向
け
に
整
備
し
て
い
る

チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
に
つ
い
て
も
、
本５

住民との懇談会において、住民から
「地域コミュ二ティの維持のため、県の
災害公営住宅の入居対象者を拡大してほ
しい」
という声が行政相談委員に寄せられる

住民の声を踏まえ、
行政相談委員が県に現場の声を繋ぐ
→県が現場の声を踏まえ、対象者の拡大
を決定

→地域コミュ二ティ維持に貢献

総務省が自治体等と連携して地域課題の解決に結びつけた事例②
～災害公営住宅の入居対象者の拡大～

東日本大震災の原子力災害による避難者向けの住宅として災害公営住宅が作られたが、
近年、避難元への帰還等により入居率が低下
→ 自治会活動等に影響し、地域コミュ二ティの維持が困難
 「地域コミュ二ティの維持のため、災害公営住宅の入居対象者を拡大してほしい」

という住民の声を行政相談委員が県に繋いだ結果、県が拡大を決定

結 果端 緒

総務省が自治体等と連携して地域課題の解決に結びつけた事例①
～身寄りのない高齢者の身元保証等への支援～

高齢化の進展や核家族化等に伴い、高齢単独世帯や高齢夫婦のみ世帯が増加
→ 家族による支援を受けることが困難な高齢者を対象に、入院・施設等入所時

の身元保証等のサービスを行う「身元保証等高齢者サポート事業」の需要
 悪質な身元保証サポート事業者とのトラブルに遭った利用者への支援のため、

総務省において調査を実施

総務省が、地域包括支援センターと意見
交換した際、
「悪質な身元保証サポート事業者の被害
を受けた身寄りのない高齢者を支援でき
ないか。全国的な話なので、国で対策を
検討してほしい」
との相談

相談を踏まえ、
総務省で「身元保証等サポート事業に
おける消費者保護の推進に関する調査」
を実施し、
関係省庁に今後求められる対応の方向性
を通知

自民党の「身寄りのない高齢者（おひとりさま）
等の身元保証等を考える勉強会」の提言（R5.8岸
田総理に報告）にも上記の調査結果が取り上げら
れ、全国的な課題提起となった
→地域の声が国に届いた

４

端 緒 結 果

令和６年能登半島地震対応における連携事例③
～自治体等が一堂に会して相談対応する「特別行政相談所」の開設～

 ２次避難者が多い石川県南部や役場機能の回復状況を踏まえて奥能登地域で開設
→相談所への参加のみならず、相談所開設のタイミングの見極めや会場の提供、広報など、
自治体から多大な御協力

 特別行政相談所では、ご相談に対応するだけでなく、自治体や行政書士等と連携し、
罹災証明の申請手続や自動車の廃車手続がその場で行える取組も実施（行政書士が申請書
作成を代行し、自治体等がその場で受理）

２次避難者が多い小松市で特別行政相談所を開
設。小松市職員が相談対応

奥能登地域である七尾市で開設。同市から、
避難所に近く被災者がアクセスしやすい会場を
ご提案いただき、会場確保にもご尽力いただく

３

実例① 実例②
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チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
で
ご
案
内
し
て
い

ま
す
。
リ
リ
ー
ス
時
点
に
お
い
て
、

F
A
Q
の
分
野
選
定
に
当
た
り
ご
意

見
を
い
た
だ
い
た
、
20
の
町
村
を
含

む 
99
の
自
治
体
と
連
携
し
て
い
る
ほ

か
、
リ
リ
ー
ス
後
も
町
村
を
含
め
た

約
10
の
自
治
体
か
ら
連
携
の
要
望
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
新
た
に
連
携

を
ご
検
討
い
た
だ
け
る
場
合
に
は
、

お
気
軽
に
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
が
広
く
活
用
さ

れ
る
こ
と
で
、
住
民
の
利
便
性
の
向

上
、
自
治
体
の
窓
口
負
担
の
軽
減
に

つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

提
供
開
始
後
も
、
利
用
者
の
皆
さ
ま

の
ご
要
望
や
ご
意
見
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
よ
り
利
用
者
目
線
に
沿
っ
た
も

の
と
な
る
よ
う
、
回
答
の
精
度
の
向

上
、
分
野
の
拡
充
な
ど
に
取
り
組
み

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

お
わ
り
に

お
わ
り
に

総
務
省
の
行
政
相
談
と
自
治
体
が
連

携
し
て
、
地
域
の
困
り
ご
と
を
解
決
に

結
び
つ
け
て
い
く
た
め
に
は
、
①
行
政

相
談
の
認
知
度
向
上
と
、
②
行
政
相
談

活
動
を
支
え
る
行
政
相
談
委
員
の
担
い

手
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
村
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
職
員
、
住
民
へ
の
行
政
相
談
・

行
政
相
談
委
員
制
度
の
周
知
や
、
行
政

相
談
委
員
の
担
い
手
確
保
に
向
け
た
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

８

• 県内市町村の職員向けの研修で総務省職員
が行政相談（委員）制度について説明
【島根県浜田市】

• 庁内職員等向けに行政相談委員の周知チラ
シを回報【岩手県】

• 地域おこし協力隊員に対し、行政相談委員
との懇談会に参加要請【新潟県三条市】

• 市政相談員と行政相談委員を兼務
【姫路市、津市】

• 行政相談委員に対して市自治功労表彰
（行政相談功労）を贈呈
【島根県雲南市】

むすびに（お願い）

総務省の行政相談と自治体が連携して、地域の困りごとを吸い上げ、解決に結びつける
ことが重要ですが、総務省の行政相談については、①認知度向上、②行政相談活動を支
える行政相談委員の担い手をいかに確保するかが大きな課題となっています。

特に行政相談の認知度については、行政相談委員から、相談事案を繋ぐ先の自治体職員
が依然として行政相談を知らないという声があります。

そこで、自治体職員、住民への行政相談・行政相談委員制度の周知をお願いするととも
に、行政相談委員の担い手確保のための御協力をお願いいたします。

①認知度向上の取組事例 ②担い手確保の取組事例

７

連携の取組事例②
～地域課題を共有するための意見交換会の開催～

地域課題等の現状と課題について、
自治体幹部職員（知事・市区町村長等）・実務担当者と行政相談委員・総務省職員
との意見交換会を開催
 自治体が抱えている地域課題、日頃感じている国に対する意見について、

総務省の行政相談で解決に貢献できる

岡山市が「行政相談委員との岡山市政に
関する懇談会」を定期的に開催
市長・区長・市の担当課長と行政相談委
員・総務省職員が、地域課題について意
見交換

新潟県南魚沼市が、市長と行政相談委員、
総務省職員との懇談会を開催
行政相談委員から市長に「国に対する意
見・困りごとを行政相談委員や総務省に
繋いでほしい」と依頼

実例① 実例②

６

連携の取組事例①
～自治体に寄せられる国に関する相談を総務省に回付～

自治体に寄せられた国に関する相談を総務省（行政相談委員、行政相談センター）
に回付する仕組みを構築

 国に関する相談は総務省が対応するので、困りごとが円滑に解決可能に
 これまで国に関する相談対応を行っていた自治体職員の負担を軽減

市の保健所に多数寄せられた「国の新型コロナウイルス対応策
についての意見・要望」を総務省に回付
⇒ 電話応対で多忙を極めていた保健所の負担軽減につながった

総務省に寄せられた「自治体に関する相談」は、自治体
の担当部局へ回付させていただいています。

回付した相談事案の対応状況について、総務省に適宜、
情報提供いただいている自治体もあります。

（参考）総務省への回付について、市と総務省
で覚書を締結している例【新潟市】

実 例

政　策
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Govbot
公式キャラクター

がぼたん

回答が出てくるよ！知りたい
ことは見つかったかな？

どんなことができるの？

多くの国民の皆さんに関わる「定額減税」や「子育て」,「マイナンバー」,「医療保
険」,「年金」,「税」,「不動産登記」,「戸籍」など様々な分野の質問に答えるよ。
答えられる分野は今後も増やしていく予定だよ！
ほかにも、困ったときに相談できる相談窓口を探すことができるよ。

どういう風に使うの？

「チャットをはじめる」を押すと、チャットで質問できる分野が出るから、
それを選ぶか、自由入力欄に聞きたい質問を具体的に入れてみて！

聞きたいことに
当てはまるものを選んでね

聞きたい分野を選んでね！
聞きたい質問を入力して

検索もできるよ！

ほかにも、いろんな相談窓口やチャットボットも探すことができるよ！
・国の相談窓口やチャットボットを探す ・自治体のチャットボットを探す

便利なんだね！使ってみようかな！

Govbotにはここからアクセスできるよ！たくさん使ってね！
h�ps://www.govbot.go.jp スマートフォン等の方はこちらから→

自治体の皆さまへ、がぼたんよりお願いです。

日ごろ住民と接する自治体の皆さまがGovbotを使ってお気づきになることは、Govbot
をもっと便利にするための貴重なヒントになります。

今後、総務省からお問い合わせをしたときや、Govbotご利用の最後に「ご意見・
ご要望」欄が表示されたときは、改善に役立つコメントを頂けると嬉しいです！

Govbotって何？

Govbotは、国や自治体に寄せられる様々な制度、給付金などに関する質問に
回答するチャットボットだよ。

「国・地方共通相談チャットボット（Govbot）」
をリリースしました！

ガ ボ ッ ト

行政評価局

総務省

行政評価局

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

行
政
相
談
企
画
課

　

０
３-

５
２
５
３-

５
４
１
９
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１
．
日
高
村
の
概
要

日
本
の
高
知
の
村
「
日
高
村
」
は
、
県
中

部
に
位
置
す
る
人
口
４
、
８
０
０
人
の
小
さ

な
村
で
す
。
Ｊ
Ｒ
駅
が
村
内
に
３
カ
所
存
在

し
、
県
都
か
ら
車
で
約
30
分
間
の
距
離
と
県

内
で
は
比
較
的
利
便
性
が
良
く
、
日
本
一
の

清
流
「
仁
淀
川
」
が
流
れ
る
な
ど
自
然
に
囲

ま
れ
た
静
か
な
環
境
で
、
の
ん
び
り
と
し
た

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

高
齢
化
率
は
現
在
43
％
、
子
ど
も
の
割
合

は
９
％
程
度
と
な
っ
て
お
り
、
少
子
高
齢
化

が
進
む
い
わ
ゆ
る
「
地
方
」
の
自
治
体
で
す
。

２
０
４
５
年
に
は
、
人
口
が
今
の
約
半
分
、

▲�スマホ普及率100％を掲げた「村まるごとデジタル化事業」の成果を社会に還元するための組織として一般社団法人まるごとデ
ジタルを令和５年８月７日に設立。また、令和６年１月25日～ 26日には長野県塩尻市にてスタディキャンプを実施した。

◦
高
知
県
日
高
村
は
、
な
ぜ
、「
ス

マ
ホ
」
を
選
ん
だ
の
か
。
な
ぜ
、

最
初
の
取
組
と
し
て
「
デ
ジ
タ

ル
デ
ィ
バ
イ
ド
層
の
解
消
」
を

実
施
し
た
の
か
。

◦
人
口
減
少
下
に
お
い
て
、「
本
質

的
な
課
題
」
は
「
人
口
が
減
る

こ
と
（
事
象
）
に
よ
っ
て
、
ど

の
よ
う
な
『
困
っ
た
』
が
増
え

る
の
か
」。

◦「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
を
枕

に
す
る
事
業
で
は
な
く
、「
誰
も

が
利
用
で
き
る
環
境
や
状
態
」

が
あ
っ
て
初
め
て
「
誰
一
人
取

り
残
さ
な
い
」
事
業
を
展
開
で

き
る
。

高知県

日高村

特 集　デジタル技術を使った地域活性化

日ひ

高だ
か

村む
ら

高
知
県

Ｄ
Ｘ
の
前
提
を
整
え
る

�

村
ま
る
ご
と
デ
ジ
タ
ル
化
事
業
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高
齢
化
率
は
60
％
、
子
ど
も
の
割
合
は
６
％

程
度
に
な
る
将
来
推
計
と
な
っ
て
お
り
、
今

後
ど
の
よ
う
に
「
日
高
村
」
と
し
て
継
続
し

て
い
く
か
を
検
討
し
、
実
施
す
る
必
要
に
迫

ら
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
こ
の
課
題
は
、
日

高
村
の
み
な
ら
ず
、
日
本
全
国
の
地
方
の
小

さ
な
自
治
体
に
お
い
て
は
同
様
に
起
き
て
い

る
事
象
で
あ
り
、
そ
の
原
因
や
要
素
の
構
成

は
多
少
異
な
る
も
の
の
解
決
手
法
と
時
間
が

あ
ま
り
残
さ
れ
て
い
な
い
点
は
共
通
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
解
決
手
法
の
１
つ
と
し
て

「
デ
ジ
タ
ル
化
」「
Ｄ
Ｘ
」
が
見
い
だ
さ
れ
全

国
的
に
取
組
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
当
村
に

お
い
て
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
『
日
本
で
初

め
て
ス
マ
ホ
普
及
率
１
０
０
％
を
目
指
す
自

治
体
宣
言
』
を
行
い
、「
村
ま
る
ご
と
デ
ジ

タ
ル
化
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

な
ぜ
、「
ス
マ
ホ
」
だ
っ
た
の
か
。
な
ぜ
、

最
初
の
取
組
と
し
て
「
デ
ジ
タ
ル
デ
ィ
バ
イ

ド
層
の
解
消
」を
実
施
し
た
の
か
に
つ
い
て
、

重
点
的
に
説
明
い
た
し
ま
す
。

２
．
社
会
背
景
と
認
識

ま
ず
は
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
、
こ
れ
ほ
ど
ま

で
に
デ
ジ
タ
ル
化
の
動
き
が
加
速
し
て
い
る

の
か
に
つ
い
て
で
す
が
、
人
口
減
少
は
私
た

ち
の
村
だ
け
で
な
く
全
国
的
に
起
き
て
い
る

事
象
で
す
。
移
住
対
策
等
の
施
策
も
展
開
し

て
お
り
、
自
分
た
ち
の
自
治
体
だ
け
を
考
え

る
と
必
要
な
取
組
で
は
あ
る
も
の
の
、
本
質

的
に
は
「
課
題
」
の
解
決
に
は
つ
な
が
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
下
に
お
い
て
、「
人
口
が
減
る

こ
と
」
自
体
を
「
課
題
」
と
捉
え
て
し
ま
う

と
、
解
決
策
は
「
人
を
増
や
す
こ
と
」
に
な

り
、
手
法
と
し
て
「
移
住
施
策
」
な
ど
が
設

定
さ
れ
ま
す
が
、「
本
質
的
な
課
題
」
は
「
人

口
が
減
る
こ
と
（
事
象
）
に
よ
っ
て
、
ど
の

よ
う
な
『
困
っ
た
』
が
増
え
る
の
か
」
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
高
齢
化
に
よ
る
医
療
費
を
含
め
た

社
会
保
障
費
の
増
加
や
人
口
減
少
に
よ
っ
て
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
た
め
の
税
収
の
減

少
、
地
域
の
担
い
手
が
減
る
こ
と
に
よ
る
地
域

住
民
活
動
を
含
め
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
限

界
な
ど
で
す
。
前
述
し
ま
し
た
が
、日
高
村
は
、

２
０
４
５
年
に
は
人
口
が
現
在
の
約
半
分
に
な

り
ま
す
。
単
純
に
税
収
は
半
分
に
な
る
と
仮
定

し
た
時
に
、
端
的
に
表
現
す
る
と
「
お
金
」
と

「
人
」
が
足
り
な
い
と
い
う
現
実
が
大
き
な
壁

と
な
っ
て
現
れ
て
き
ま
す
。

当
た
り
前
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
こ
の
ま
ま
い
く
と
「
お
金
」
と

「
人
」
が
圧
倒
的
に
足
り
な
い
状
態
を
将
来

的
に
迎
え
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
効
率

化
や
費
用
削
減
を
行
い
、
適
切
に
シ
ュ
リ
ン

ク
（
縮
小
）
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、

デ
ジ
タ
ル
化
や
Ｄ
Ｘ
が
手
法
と
し
て
必
要
だ
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と
認
識
さ
れ
、
全
国
的
に
取
組
が
加
速
し
て

い
る
と
い
う
状
況
で
す
。

つ
ま
り
、
デ
ジ
タ
ル
化
等
に
よ
る
「
効
率

化
」「
費
用
削
減
」
を
通
じ
て
、
将
来
的
に
起

こ
る
で
あ
ろ
う
「
お
金
」
や
「
人
」
が
足
り

な
く
な
る
状
態
に
備
え
よ
う
と
い
う
ロ
ジ
ッ

ク
で
す
が
、
令
和
元
年
当
時
、
全
国
の
自
治

体
が
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
を
行
う
様
子
を
眺
め

て
い
て
、「
こ
れ
は
ひ
と
昔
前
の
ハ
コ
モ
ノ
行

政
で
は
な
い
か
」
と
疑
問
が
浮
か
ん
だ
こ
と

が
、
村
ま
る
ご
と
デ
ジ
タ
ル
化
事
業
の
企
画

を
考
え
始
め
た
キ
ッ
カ
ケ
で
す
。

例
を
挙
げ
る
と
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
」

で
す
。

生
産
労
働
人
口
が
多
く
、
人
口
規
模
の
大

き
な
自
治
体
で
あ
れ
ば
「
効
率
化
」
や
「
費

用
削
減
」
の
面
で
効
果
が
あ
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
当
時
の
状
態
で
も
、
私
た
ち
の

よ
う
な
小
さ
な
自
治
体
で
は「
規
模
の
経
済
」

が
効
き
ま
せ
ん
し
、
あ
ま
り
期
待
す
る
効
果

は
得
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
な
ぜ
な
ら
、
私
自
身
が
役
場
職
員
で
な

い
と
想
定
し
た
時
に
、「
役
場
に
用
事
が
な

い
」
の
で
す
。
あ
っ
た
と
し
て
も
年
に
１
回

あ
る
か
な
い
か
程
度
で
し
ょ
う
か
。
４
、
８

０
０
人
の
う
ち
約
半
分
が
利
用
し
て
、
1
人

1
件
程
度
の
利
用
と
考
え
た
時
に
、
２
、

４
０
０
件
分
の
何
ら
か
の
申
請
を
利
用
し
た

と
し
て
、
そ
の
費
用
対
効
果
は
、
本
当
に
将

来
的
な
課
題
に
対
し
て
適
切
な
手
法
か
を
判

断
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
。
た
だ
、
人
口
の

お
よ
そ
半
分
を
占
め
る
い
わ
ゆ
る
高
齢
者
層

の
方
々
が
利
用
で
き
る
状
態
に
な
れ
ば
、
非

常
に
効
果
の
高
い
取
組
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
は
非
常
に
難
し
い
。
な
ぜ

難
し
い
か
と
い
う
点
で
、
初
め
て
「
デ
ジ
タ

ル
デ
ィ
バ
イ
ド
層
」
の
存
在
が
現
れ
て
き
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
方
々
は
、
生
産
労
働
人

口
層
よ
り
も
、
よ
く
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

さ
れ
る
方
々
で
あ
る
た
め
に
、
当
時
の
状
況

で
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
と
し

て
も
、
本
来
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
る
人
た
ち

は
利
用
で
き
な
い
。
利
用
で
き
な
い
か
ら
こ

そ
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
も

ア
ナ
ロ
グ
な
手
続
き
は
延
々
と
残
る
。
生
産

労
働
人
口
層
は
そ
も
そ
も
そ
こ
ま
で
高
頻
度

で
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
し
て
い
な
い
点

で
、結
果
的
に
導
入
し
て
も
利
用
さ
れ
な
い
。

そ
の
点
に
お
い
て
、
維
持
管
理
費
だ
け
が
大

き
く
な
り
、
将
来
の
負
担
に
な
っ
て
し
ま
う

昔
の
ハ
コ
モ
ノ
行
政
と
本
質
的
に
は
同
様
の

動
き
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ま
し
た
。

３
．
事
業
企
画

「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
を
枕
に
す
る

事
業
で
は
な
く
、「
誰
も
が
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
環
境
や
状
態
」
が
あ
っ
て
初
め
て

「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
事
業
を
展
開
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
と
考
え
た
結
果
、

令
和
元
年
末
か
ら
令
和
２
年
４
月
頃
に
か
け

て
事
業
を
企
画
し
ま
し
た
が
、
そ
の
前
に
次

の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

⑴�

日
高
村
に
お
い
て
デ
ジ
タ
ル
デ
ィ
バ
イ
ド

層
と
は
誰
か
。

⑵�

日
高
村
に
お
い
て
デ
ジ
タ
ル
デ
ィ
バ
イ
ド

層
を
解
消
し
て
い
る
状
態
と
は
具
体
的
に

ど
う
い
う
状
態
か
。

⑶
⑵
の
た
め
に
必
要
な
「
モ
ノ
」
は
何
か
。

⑴
に
つ
い
て
は
、「
高
齢
者
」
と
設
定
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
日
高
村
に
お

い
て
は
「
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
ヘ
ビ
ー
ユ
ー

ザ
ー
」
と
設
定
し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
全
般

に
設
定
す
る
と
そ
の
後
の
企
画
対
象
が
広
が

り
過
ぎ
て
し
ま
い
、
具
体
的
に
事
業
を
イ

メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
点
と
、
そ

も
そ
も
何
の
た
め
に
事
業
を
企
画
し
て
い
る

の
か
忘
れ
て
し
ま
う
た
め
で
す
。

⑵
に
つ
い
て
は
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

接
続
可
能
な
媒
体
を
持
ち
、
常
時
オ
ン
ラ
イ

ン
化
状
態
を
選
択
可
能
な
状
態
」
で
す
。
単

に
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ィ
バ
イ
ド
層
を
解
消
し
よ

う
と
目
標
を
掲
げ
て
も
、解
消
で
き
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
誰
を
ど
の
よ
う
な
状
態
に
な
る
と
解

消
し
た
と
言
え
る
か
を
前
も
っ
て
設
定
し
て

い
な
い
と
事
業
が
達
成
さ
れ
た
か
が
判
断
で

き
な
い
た
め
で
す
。

⑶
に
つ
い
て
は
、
⑵
で
設
定
し
た
「
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
可
能
な
媒
体
」
に
つ
い

て
で
す
が
、
こ
ち
ら
は
ど
の
分
野
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
い
く
か
に
よ

る
か
と
思
い
ま
す
。
日
高
村
に
お
い
て
は
、

当
時
コ
ロ
ナ
禍
真
只
中
で
、
ま
た
、
高
知
県

は
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
備
え
る
必
要
が
あ
る

た
め
、「
命
」
に
関
わ
る
分
野
と
し
て
「
健
康
」

と
「
防
災
」、「
情
報
」
の
分
野
に
絞
っ
て
考

え
た
結
果
、選
択
肢
に
「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
」

を
選
び
ま
し
た
。
例
え
ば
、「
防
災
」。「
災
害
」
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は
「
誰
に
と
っ
て
も
、
い
つ
、
ど
こ
で
起
き

る
か
わ
か
ら
な
い
」
の
で
「
災
い
」
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
肌
身
離
さ
ず
持
つ
こ
と
が
可
能

な
も
の
で
な
い
と
、
そ
も
そ
も
選
択
肢
に
の

ぼ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
１
点
に
お
い
て
も
、「
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
」
の
選
択
肢
し
か
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。　

４
．�

村
ま
る
ご
と
デ
ジ
タ

ル
化
事
業
の
概
要

令
和
２
年
５
月
に
事
業
企
画

案
を
具
体
的
な
事
業
に
す
る
た

め
に
、
村
内
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
普
及
率
に
つ
い
て
全
数
調
査

を
行
い
ま
し
た
。
結
果
、
当
時

の
普
及
率
は
、
64
・
５
％
と
全
国
平
均
並
み

だ
っ
た
た
め
、
日
高
村
で
普
及
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
他
の
自
治
体
で

も
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
し
た
。

事
業
の
詳
細
は
、
多
く
の
取
材
を
い
た
だ

い
て
い
る
の
で
そ
ち
ら
に
譲
り
ま
す
が
、
大

日高村「村まるごとデジタル化事業」サマリー 日高村役場企画課

取組背景及び課題

＜目指すべき取り組み＞
■デジタル化による住民サービス維持及び増進

＜課題＞
■高齢者のテックタッチポイントの確保
■前提条件：スマートフォンの普及率１００％

＜背景＞
■少子高齢化、人口減少
■財源・マンパワー不足
■経産省「2025年の崖レポート」
⇨DXの推進⇨デジタル庁設立

【具体：解決する課題】
■ミッション：DX化の前提条件を整え、
住民のエンパワメントを促進することで、ソサ
エティ5.0社会に向けた準備を完了する。
■フェーズ０：スマートフォンの普及率100％
およびアクティブ率100％

スマートフォンの普及率100％に関して
１位：必要ない
２位：使い方がわからない
３位：価格が高い

取組とポイント

＜取組＞
■スマホ普及事業
・説明会やスマホ体験会
・よろず相談所設置、スマホ教室
・総務省デジ活事業の活用
・スマホ購入・ランニングコスト支援

■生活の質向上事業
・「健康」「防災」「情報」の３分野
に関してスマホ活用した取組
・アプリ設定の支援

【ポイント】
・企業版ふるさと納税活用事業
【その他連携事業を実施】
・デジタル活用支援事業
⇨マイナカード普及促進

・県立大学等との共同研究
・派生事業：みらくるプロジェクト
【表彰】
・企業版ふるさと納税

⇨内閣特務大臣表彰
・取組

⇨四国情報通信協力会会長賞

成果

名目普及率
７９．７％

事業実施前
６４．５％

60代 69.4％→84.2％→８９．５％
70代 40.4％→68.1％→６９．９％
80代 10.9％→28.1％→３３．１％

R3~

みらくるプロジェクト

御礼：夏のDigi田甲子園

ベスト４

日本で初めてスマホ普及率100％を目指す
「村まるごとデジタル化事業」

（取組分野：誰一人取り残されない社会の実現/得票結果３位）

R4〜

調査時点：R2.5 R3.11 R4.6

登録企業：２５社
＜実績＞
R4.8〜健康アプリ開発等事業
R5.4〜AIコミュニケーション

ツール実証事業（仮）

普及率 名目…全住民が分母対象に算定
実質…分母から子どもなど除外

実質普及率８６．０％
（R4.6時点）

全体イメージ

※令和２年５月
アンケート調査の
結果より

媒体の選択

DX促進
取組分野例 現状と特性

媒体
スマートフォン タブレット PC
視
認
性

携
帯
性

経
済
性

視
認
性

携
帯
性

経
済
性

視
認
性

携
帯
性

経
済
性

・情報
・自治体広報においては、1ヶ月以上
のタイムラグが発生する。
・コロナ関連など情報の鮮度が重要な
テーマが増加

△ ◎ ◯ ◯ △ △ ◯ × ×
・防災

・災害は、「いつ、どこで、誰に」起
きるか分からないものであることから、
少なくとも自分自身の活動範囲の情報
や、「いつでも」情報が取得できる状
態にあることが重要

・健康
・健康活動においては、「歩く」行動
が第１歩であるため、オンライン化媒
体は携帯性の高いものである必要があ
る。

・その他
（マイナンバー普及）

・マイナンバーの今後の流れから、ス
マホとの機能連携、保険証との統合な
どが予定されており、今後、スマホ＝
マイナ＝保険証など利便性向上される

スマートフォンの普及が、一番効果的かつ導入容易性が高い
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き
く
は
２
本
柱
で
構
築
し
て
い
ま
す
。「
ス
マ

ホ
の
普
及
事
業
」と「
住
民
生
活
の
質
の
向
上

事
業
」
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ「
デ
ジ
タ
ル
デ
ィ
バ

イ
ド
層
の
解
消
事
業
」
と
「
ス
マ
ホ
を
使
う
機

会
を
創
出
す
る
事
業
」
と
読
み
替
え
て
も
い

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
令
和
３
年
５
月
に
Ｋ

Ｄ
Ｄ
Ｉ
・
チ
ェ
ン
ジ
社
と
包
括
協
定
を
締
結

し
、
同
年
６
月
か
ら
取
組
を
開
始
し
ま
し
た
。

現
在
（
令
和
５
年
10
月
時
点
）
で
は
、

85
・
５
％
ま
で
普
及
率
は
向
上
し
て
い
ま
す
。

（
乳
幼
児
な
ど
の
ス
マ
ホ
が
必
要
な
い
、
所

有
す
る
こ
と
が
困
難
な
住
民
を
除
い
た
実
質

普
及
率
は
92
・
７
％
）

事
業
を
振
り
返
っ
て
み
て
、
大
変
だ
っ
た

こ
と
は
、ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
、「
人
の
意
識
」

が
将
来
迎
え
る
で
あ
ろ
う
課
題
を
認
識
し

て
、
前
に
一
歩
進
も
う
と
す
る
意
識
に
変
え

て
い
た
だ
け
る
か
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
関

わ
っ
て
い
た
だ
い
た
方
々
に
丁
寧
に
説
明
に

回
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

５
．
成
果
と
拡
大

実
は
、
こ
の
事
業
は
ス
マ
ホ
普
及
率
１
０

解決可能な社会課題「デジタルディバイド層の解消」

地方自治の主役＝住民

日高村
複数の適切な支援

エンパワーメントが可能な環境を整える

コンソ組成と住民協働 住民活動の成果の拡大

▲住民説明会を重ね、丁寧に住民の理解を促した
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０
％
を
目
指
し
た
わ
け
で
す
が
、
目
的
は
別

に
あ
り
ま
す
。
掲
げ
て
い
る
目
的
は
「
住
民

の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
」。
要
は
、
住
民
一
人

ひ
と
り
が
主
体
的
に
自
分
の
生
活
に
お
い
て

自
助
力
を
つ
け
て
い
た
だ
く
こ
と
で
し
た
。

そ
の
た
め
に
は
、「
自
信
」が
必
要
で
し
た
。「
ス

マ
ホ
の
普
及
」
は
自
信
を
つ
け
る
取
組
と
し

て
効
果
が
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
ど
う

せ
無
理
」
が
「
や
っ
た
ら
で
き
る
」
に
変
わ

る
時
に
、
人
は
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
向
か

う
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

拡
大
に
お
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
あ
り
ま
す

が
、
特
に
令
和
５
年
８
月
７
日
に
包
括
協
定

メ
ン
バ
ー
と
全
国
の
自
治
体
7
自
治
体
の
皆

さ
ま
の
協
力
の
も
と
「
一
般
社
団
法
人
ま
る

ご
と
デ
ジ
タ
ル
」の
設
立
に
至
っ
た
点
で
す
。

こ
ち
ら
も
詳
細
は
同
法
人
の
Ｈ
Ｐ
に
自
治
体

向
け
説
明
資
料
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
私
た
ち
の
取
り
組
ん
だ

事
業
の
成
果
や
ノ
ウ
ハ
ウ
、
失
敗
し
た
こ
と

も
含
め
て
社
会
に
還
元
し
て
い
く
場
と
し
、

そ
れ
に
賛
同
い
た
だ
け
る
自
治
体
や
企
業
の

皆
さ
ま
と
と
も
に
、
社
会
課
題
を
解
決
し
て

い
く
場
を
創
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

６
．
最
後
に

取
組
が
こ
こ
ま
で
継
続
し
、
成
果
を
上
げ
る

こ
と
が
で
き
、
ま
た
新
し
い
仲
間
が
増
え
て
拡

大
し
て
い
る
の
は
多
く
の
方
の
理
解
と
協
力
が

あ
っ
た
か
ら
で
す
。
た
だ
、
最
初
か
ら
す
べ
て

が
順
風
満
帆
で
進
ん
だ
わ
け
で
な
く
、
全
国
の

自
治
体
職
員
の
皆
さ
ま
に
お
い
て
も
こ
れ
か
ら

事
業
を
企
画
し
て
走
り
始
め
た
時
に
、
多
く
の

障
害
や
挫
折
、
失
敗
を
経
験
さ
れ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
の
時
に
、
ア
ル
ト
ゥ
ル
・
シ
ョ
ー
ペ
ン

ハ
ウ
ア
ー
が
残
し
た
と
さ
れ
る
次
の
言
葉
を
送

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
全
て
の
真
理
は
３
つ
の
段
階
を
経
る
。

第
一
に
、そ
れ
は
あ
ざ
笑
わ
れ
る
。
第
二
に
、

暴
力
的
に
反
対
さ
れ
る
。
最
後
に
、
自
明
の

こ
と
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
。」

高
知
県
日
高
村　

企
画
課

安
岡　

周
総

一
般
社
団
法
人

ま
る
ご
と
デ
ジ
タ
ル
Ｈ
Ｐ

https://m
aru-digi.org/

新
任
都
道
府
県
町
村
会
長
の
略
歴

　

沖
縄
県
町
村
会
は
令
和
６
年
２
月
16
日
の

定
期
総
会
で
次
の
と
お
り
会
長
を
選
出
し
た
。

（
４
月
１
日
就
任
）

沖
縄
県
町
村
会
長

国く
に

頭が
み

郡
宜ぎ

野の

座ざ

村
長

當と
う 

眞ま

　
淳
あ
つ
し

昭
和
47
年
２
月
16
日
生

【
町
村
長
と
し
て
の
当
選
回
数
】
３
回

【
町
村
長
に
就
任
す
る
ま
で
の
経
歴
】

▽
平
成
14
年
９
月
～
24
年
８
月
宜
野
座
村

議
会
議
員
▽
平
成
24
年
12
月
～
宜
野
座
村

長

【
町
村
会
関
係
の
経
歴
】

▽
平
成
27
年
２
月
～
30
年
３
月
沖
縄
県
町

村
会
理
事
▽
平
成
30
年
４
月
～
令
和
６
年

３
月
沖
縄
県
町
村
会
副
会
長

【
主
な
業
績
】
▽
沖
縄
県
立
農
業
大
学
校

誘
致
▽
地
域
公
共
交
通
デ
マ
ン
ド
バ
ス
導

入
▽
小
中
学
校
給
食
費
無
償
化
▽
高
校
卒

業
時
ま
で
の
医
療
費
無
償
化
（
現
物
給
付

実
施
）
▽
全
小
中
学
生
へ
Ｌ
Ｔ
Ｅ
回
線
付

タ
ブ
レ
ッ
ト
配
布
▽
中
高
生
ハ
ワ
イ
語
学

研
修
の
実
施
▽
村
営
学
習
塾
運
営
お
よ
び

小
中
学
校
学
習
支
援
員
配
置
の
民
間
委
託

▽
地
域
防
災
力
の
強
化（
備
蓄
倉
庫
設
置
、

避
難
道
路
お
よ
び
避
難
場
所
の
整
備
）
▽

体
育
施
設
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
導
入
▽

村
立
総
合
体
育
館
機
能
強
化（
全
面
改
修
・

空
調
設
備
導
入
）
▽
村
Ｉ
Ｔ
オ
ペ
レ
ー
シ

ョ
ン
パ
ー
ク
機
能
強
化
事
業
の
実
施

【
趣
味
】
野
球
、
料
理

【
家
族
】
妻
、
子
３
人
（
一
男
二
女
）
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日　程

　令和６年７月８日 (月) ～９日 (火)［宿泊型研修］
会　場

　全国市町村国際文化研修所
  　（JR京都駅より湖西線約15分　唐崎駅下車徒歩約３分）
対　象

　市区町村長・副市区町村長及び部長級職員等、市区町村議会議員
  　２日間全日程をご受講いただける方を対象とします。途中退所や一時帰庁はできませんのでご注意ください。

講　演

　７/８「中国との関係を通じて、日本が生きていく道を考える」
前駐中国大使・立命館大学教授　垂　秀夫　氏

　　　　  「外国人の受入れと共生社会の実現」
公益財団法人入管協会業務執行理事・初代出入国在留管理庁長官　佐々木　聖子　氏

　７/９「グローバルな視点から考える地域のスポーツ」
大阪大学大学院人間科学研究科　教授　岡田　千あき　氏

　　　　  「アートや文化で地域を豊かにする戦略と実践」
株式会社AGホールディングズ代表取締役／有限会社膳所焼窯元陽炎園代表取締役

一般社団法人芸術支援・地方創造機構代表理事　柴山　哲治　氏
受講料

　7,300円
定　員

　50人（定員を大幅に超えた場合は、申込期限後に抽選をさせていただきます。）

申込期限

　令和６年５月20日 (月)
申込方法
　　JIAMホームページ内「研修Web申込みフォーム」からお申込みください。
　　議員の方は、議会事務局を通じてお申込みください。

全国市町村国際文化研修所（JIAM）では、全国の市区町村長・副市区町村長等及び市区町
村議会議員の皆さまを対象にセミナーを開催いたします。

日本を取り巻く世界情勢をしっかりと見極め、変化に負けない特色あるまちづくりをしていくため
に、各分野でご活躍の先生方をお招きし、セミナーを開催します。国際情勢や外国人との共生社会
のあり方、地域の文化振興等について学び、グローバル化を戦略的に自治体施策に取り込み、地域
の活性化につなげていく方策について考えます。

【お問い合わせ】
（公財）全国市町村研修財団　全国市町村国際文化研修所（JIAM）　教務部

〒520-0106　滋賀県大津市唐崎２丁目13番１号　電話（077）578-5932
e-mail : kenshu@jiam.jp　　ホームページ　https://www.jiam.jp

令和６年度 「世界情勢からわがまちの未来をつくる
～ トップマネジャーの方のために ～」 のご案内

左記金額は、研修、宿泊、食事（朝食１回、昼食１回、夕食１回）、資料等にかかる費用です。
なお、事前準備・事前学習及び最終日の昼食にかかる費用は含まれておりません。

町 村 週 報 （第三種郵便物認可）13　2024年（令和 6年） 4月29日 第3279号

情　報

p13 3279 情報_JIAM研修.indd   13p13 3279 情報_JIAM研修.indd   13 2024/04/30   9:21:062024/04/30   9:21:06



秋
田
「
教
育
留
学
」
に
注
目
　
小
中
学
校
に

数
日
～
２
週
間

秋
田
県
五
城
目
町
が
県
外
の
小
中
学
生
を
受
け

入
れ
る
「
教
育
留
学
」
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
数

日
か
ら
２
週
間
程
度
を
自
由
に
選
べ
て
、
留
学
中

も
元
の
在
籍
校
で
出
席
扱
い
に
な
る
ケ
ー
ス
が
多

い
こ
と
な
ど
が
好
評
の
理
由
だ
。
学
校
と
地
域
で

交
流
が
あ
り
、
環
境
を
気
に
入
っ
て
移
住
し
た
家

族
も
い
る
。

制
度
は
２
０
２
２
年
度
に
始
ま
っ
た
。
町
に
一

つ
ず
つ
あ
る
小
中
学
校
で
受
け
入
れ
て
お
り
、
昨

年
度
は
６
月
～
２
月
の
期
間
中
に
20
人
が
利
用
し

た
。
宿
泊
場
所
を
確
保
し
て
保
護
者
と
一
緒
に
来

る
か
、
町
内
の
親
戚
宅
な
ど
に
泊
ま
る
の
が
条
件

に
な
る
。

沖
縄
県
う
る
ま
市
の
小
学
４
年
菊
地
環
菜
さ
ん

（
９
）
は
五
城
目
町
に
親
の
実
家
が
あ
り
、
帰
省

を
兼
ね
て
留
学
す
る
リ
ピ
ー
タ
ー
だ
。
昨
年
度
は

１
月
に
５
日
間
参
加
。「
体
育
の
雪
合
戦
が
楽
し

か
っ
た
」
と
笑
っ
た
。

小
学
校
の
教
室
は
扉
が
な
く
開
放
的
で
、
他
ク

ラ
ス
の
授
業
に
興
味
を
も
っ
た
児
童
が
「
プ
リ
ン

ト
が
ほ
し
い
」
と
来
る
こ
と
も
あ
る
。
放
課
後
や

休
日
に
は
、
町
民
が
講
師
を
務
め
る
音
楽
、
運
動

や
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
と
い
っ
た
町
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参

加
し
て
、
年
齢
に
関
係
な
く
多
く
の
町
民
と
交
流

で
き
る
。

千
葉
県
船
橋
市
に
住
ん
で
い
た
高
橋
今
日
子
さ

ん
（
43
）
は
、
学
校
を
休
み
が
ち
だ
っ
た
当
時
小

学
生
の
長
男
と
22
年
度
に
留
学
し
た
の
を
き
っ
か

け
に
、
町
に
移
住
し
た
。
留
学
は
数
日
間
だ
っ
た

が
、
長
男
が
「
友
達
や
先
生
、
地
域
の
人
が
よ
く

し
て
く
れ
た
。
移
住
し
た
い
」
と
話
し
た
た
め
決

意
。
高
橋
さ
ん
は
「
こ
れ
ま
で
過
ご
し
た
都
市
部

と
は
違
う
社
会
だ
。
子
ど
も
が
自
分
に
合
う
と
感

じ
る
場
所
で
成
長
を
見
守
り
た
い
」
と
話
し
た
。

全
国
的
に
は
山
村
留
学
や
離
島
留
学
と
い
っ
た

制
度
が
あ
り
、関
連
団
体
な
ど
に
よ
る
と
、利
用
者

は
増
加
傾
向
に
あ
る
。
た
だ
期
間
は
１
年
程
度
が

多
く
、住
民
票
の
異
動
や
転
校
が
必
要
だ
。五
城
目

町
の
教
育
留
学
は
住
民
票
は
元
の
ま
ま
で
よ
く
、

転
校
の
手
続
き
も
ほ
と
ん
ど
の
場
合
は
い
ら
な
い
。

神
奈
川
県
逗
子
市
か
ら
小
学
生
の
息
子
２
人
と

参
加
し
た
出
村
美
奈
子
さ
ん（
42
）は「
子
ど
も
は

も
ち
ろ
ん
、
親
に
も
い
い
刺
激
に
な
る
。
こ
う
し

た
制
度
が
全
国
に
広
が
れ
ば
面
白
い
」と
語
っ
た
。

�

（
共
同
通
信
・
２
０
２
４
年
４
月
12
日
）

富
山
県
立
山
町
は
、
町
元
気
交
流
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
内
に
あ
る
立
山
図
書
館
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
か
ざ
す
と
鍵
が
開
き
、
本
を
借
り
る
こ

と
が
で
き
る
「
予
約
本
貸
出
ロ
ッ
カ
ー
」
を
導
入

し
た
。
町
に
よ
る
と
、
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
に
対
応
し

た
貸
出
ロ
ッ
カ
ー
の
導
入
は
全
国
初
。
午
前
５
時

半
か
ら
午
後
11
時
半
ま
で
利
用
で
き
、
住
民
ら
の

利
便
性
が
高
ま
る
。

図
書
館
の
入
り
口
前
に
設
置
し
た
ロ
ッ
カ
ー

に
、
図
書
利
用
カ
ー
ド
や
利
用
カ
ー
ド
が
ひ
も
付

け
さ
れ
た
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
を
か
ざ
す
と
扉
が
開

き
、
事
前
に
オ
ン
ラ
イ
ン
予
約
し
た
本
を
取
り
出

せ
る
仕
組
み
。
入
り
口
前
に
は
、
自
動
返
却
機
も

設
置
し
た
。
館
内
の
自
動
貸
出
機
も
カ
ー
ド
対
応

に
し
て
い
る
。

総
務
省
に
よ
る
と
、
町
の
人
口
に
対
す
る
マ
イ

ナ
カ
ー
ド
保
有
率
は
３
月
末
時
点
で
80
・
３
％
。

町
役
場
で
は
カ
ー
ド
を
読
み
込
む
と
申
請
書
に
住

所
や
名
前
が
印
字
さ
れ
、
手
書
き
で
の
記
入
の
手

間
を
省
く
こ
と
が
で
き
る
「
書
か
な
い
記
帳
台
」

も
導
入
済
み
。
町
は
「
今
後
も
町
民
サ
ー
ビ
ス
の

利
便
性
向
上
に
取
り
組
む
」
と
し
て
い
る
。

�

（
北
日
本
新
聞
・
２
０
２
４
年
４
月
18
日
）

徳
島
県
板
野
町
は
、
被
災
時
の
避
難
所
運
営
や

日
頃
の
防
災
対
策
な
ど
に
女
性
の
意
見
や
ニ
ー
ズ

を
反
映
さ
せ
よ
う
と
、
5
月
初
旬
を
め
ど
に
女
性

消
防
団
を
発
足
さ
せ
る
。
現
在
、
団
員
を
募
集
し

て
い
る
。

町
消
防
団
の
全
4
分
団
、
団
員
約
１
０
０
人
は

全
員
が
男
性
。
1
月
の
能
登
半
島
地
震
で
は
、
物

資
の
備
蓄
・
供
給
や
避
難
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
確

保
な
ど
、
女
性
の
視
点
に
立
っ
た
支
援
の
重
要
性

が
再
認
識
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
町
は
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
な
ど
に
備
え
、
女
性
団
員
で
構
成
す
る

第
5
分
団
の
新
設
を
決
め
た
。

団
員
は
定
期
的
に
勉
強
会
を
開
く
な
ど
し
て
広

報
活
動
に
当
た
る
ほ
か
、
被
災
時
に
避
難
所
で
高

齢
者
や
障
害
者
の
支
援
を
行
う
「
板
野
町
版
Ｄ
Ｗ

Ａ
Ｔ
（
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム
）」
に
加
わ
る
。

18
日
現
在
、
昨
年
10
月
の
町
議
選
で
当
選
し
、

町
で
32
年
ぶ
り
の
女
性
議
員
と
な
っ
た
楠
本
千

草
、
藤
田
千
穂
両
町
議
ら
7
人
が
入
団
を
届
け
て

い
る
。
町
は
団
員
を
さ
ら
に
募
り
、
発
足
後
も
随

時
受
け
付
け
る
。

町
総
務
課
は
「
大
規
模
災
害
発
生
時
、
女
性
や

子
ど
も
に
十
分
な
支
援
を
行
う
に
は
女
性
消
防
団

員
の
力
が
必
要
。
多
く
の
人
に
参
加
し
て
ほ
し

い
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

�

（
徳
島
新
聞
・
２
０
２
４
年
4
月
19
日
）

不
要
品
売
買
で
粗
大
ご
み
減
へ
　

高
知
県
い
の
町
、
情
報
サ
イ
ト

「
ジ
モ
テ
ィ
ー
」
と
協
定

い
の
町
は
こ
の
ほ
ど
、
自
宅
で
不
要
に
な
っ
た

家
電
や
家
具
な
ど
を
個
人
間
で
売
買
で
き
る
情
報

サ
イ
ト
「
ジ
モ
テ
ィ
ー
」
と
協
定
を
結
ん
だ
。
県

内
自
治
体
で
は
初
。
町
は
「
ご
み
の
減
量
化
へ
、

ぜ
ひ
利
用
を
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

町
に
は
年
２
回
「
粗
大
ご
み
の
日
」
が
あ
る
が
、

毎
回
の
よ
う
に
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
、
布
団
、
自

転
車
な
ど
利
用
可
能
な
物
が
数
多
く
捨
て
ら
れ
る

た
め
、
担
当
者
ら
が
対
応
策
を
考
え
て
い
た
。

同
サ
イ
ト
は
ジ
モ
テ
ィ
ー
（
東
京
都
品
川
区
）

が
運
営
し
、
現
在
約
１
６
０
の
自
治
体
と
協
定
を

締
結
。
不
要
品
を
譲
り
た
い
人
と
欲
し
い
人
が
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
や
り
と
り
し
、
双
方
が
合
意

す
れ
ば
譲
り
受
け
が
成
立
す
る
。

利
用
者
は
会
員
登
録
後
、
売
り
た
い
品
物
の
写

真
を
ジ
モ
テ
ィ
ー
の
サ
イ
ト
に
投
稿
。
サ
イ
ト
上

で
金
額
な
ど
の
条
件
を
出
し
、
希
望
者
と
引
き
渡

す
場
所
や
日
時
を
調
整
す
る
。
処
理
費
用
、
掲
載

料
、
手
数
料
は
か
か
ら
な
い
。「
ジ
モ
テ
ィ
ー
」

で
検
索
す
る
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ア
ク
セ

ス
で
き
る
。

町
は
ま
た
、
不
要
品
を
中
古
品
業
者
に
売
却
で

き
る
情
報
サ
イ
ト
「
お
い
く
ら
」
と
も
協
定
を
結

ん
だ
。

�

（
高
知
新
聞
・
２
０
２
４
年
４
月
19
日
）

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
対
応
、
本
の
貸
出
ロ
ッ
カ
ー

導
入
　
富
山
県
の
立
山
図
書
館
で
全
国
初
、

早
朝
か
ら
深
夜
ま
で
利
用
可
能

徳
島
・
板
野
町
、
女
性
消
防
団
発
足
へ
　

防
災
対
策
に
意
見
や
ニ
ー
ズ
反
映
　

団
員
募
集

https://47gyosei.jp/

本
コ
ー
ナ
ー
の
記
事
は
施
策
立
案
に

も
役
立
つ
　
「
４７
行
政
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」の

許
諾
を
受
け
て
掲
載
し
て
い
ま
す
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「
敬
天
愛
人
（
け
い
て
ん
あ
い
じ
ん
）」。

こ
の
言
葉
は
、
幕
末
か
ら
明
治
時
代
初
期

に
か
け
て
活
躍
し
た
、
薩
摩
藩
（
鹿
児
島

県
）
の
政
治
家
、
軍
人
の
西
郷
隆
盛
の
座

右
の
銘
で
す
。

「
敬
天
愛
人
（
天
を
敬
い
、
人
を
愛
す

る
）」、「
道
と
い
う
の
は
、
こ
の
天
地
の

お
の
ず
か
ら
な
る
も
の
で
あ
り
、
人
は
こ

れ
に
の
っ
と
っ
て
行
う
べ
き
も
の
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
天
を
敬
う

こ
と
を
目
的
と
す
べ
き
で
あ
る
。
天
は
他

人
も
自
分
も
平
等
に
愛
し
た
も
う
か
ら
、

自
分
を
愛
す
る
心
を
も
っ
て
人
を
愛
す

る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
」（
南
洲
翁
遺
訓

よ
り
）

私
の
名
前
は
こ
の
言
葉
か
ら
と
っ
た
も

の
で
、「
な
る
ひ
と
」
と
読
み
ま
す
。

ち
な
み
に
、
令
和
の
天
皇
陛
下
の
お
名

前
は
「
徳
仁
（
な
る
ひ
と
）
様
」
で
あ
り

ま
す
。
天
皇
陛
下
は
幼
き
頃
は
現
在
の
上

皇
后
・
美
智
子
様
か
ら
「
な
る
ち
ゃ
ん
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
そ
う
で
あ
り
ま
す
が
、

私
も
幼
き
こ
ろ
か
ら
、年
上
の
方
か
ら
は
、

「
な
る
ち
ゃ
ん
」
と
呼
ば
れ
、町
長
に
な
っ

た
今
で
も
「
な
る
ち
ゃ
ん
」
と
呼
ば
れ
ま

す
。
こ
の
こ
と
は
私
の
喜
び
の
1
つ
で
も

あ
り
ま
す
。

こ
の
「
敬
天
愛
人
」
と
い
う
言
葉
は
私

の
政
治
信
条
で
あ
り
、
選
挙
の
際
の
旗
印

で
も
あ
り
ま
す
。
政
治
家
に
と
っ
て
の

「
愛
」
は
、「
愛
国
心
」「
郷
土
愛
」「
隣
人

愛
」「
家
族
愛
」
そ
し
て
「
人
を
愛
す
る
」

こ
と
が
大
事
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。

他
方
で
、
首
長
と
も
な
る
と
「
愛
」
だ

け
で
は
行
政
運
営
は
で
き
ま
せ
ん
。「
断

る
勇
気
」
も
必
要
で
す
。
住
民
や
議
員
か

ら
の
お
願
い
ご
と
に
対
し
、
で
き
な
い
も

の
は
で
き
な
い
と
は
っ
き
り
言
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。た
と
え
嫌
わ
れ
よ
う
が
、

「
愛
」
が
な
い
と
言
わ
れ
よ
う
が
、
情
に

流
さ
れ
ず
、「
公
正
公
平
」
に
物
事
を
判

断
す
る
こ
と
が
持
続
可
能
な
行
政
運
営
に

つ
な
が
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

「
敬
天
愛
人
」
と
合
わ
せ
て
、
私
の
政

治
信
条
と
す
る
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は「ド

ゥ
（
自
分
）
の
ク
ゥ
ト
ゥ
（
事
）

よ
り
、チ
ュ
ン
（
人
）
の
た
め
ス
リ
ヨ
（
し

な
さ
い
よ
）」

カ
タ
カ
ナ
は
私
の
町
の
方
言
で
す
。
こ

の
言
葉
は
私
の
祖
父
の
言
葉
で
す
。

私
の
父
も
祖
父
の
言
葉
の
ご
と
く
町
議

会
議
員
と
し
て
、
ま
た
各
種
団
体
の
責
任

者
と
し
て
、
自
分
や
家
族
の
こ
と
よ
り
、

人
の
た
め
に
力
を
注
ぐ
政
治
家
で
し
た
。

私
自
身
も
祖
父
の
言
葉
を
胸
に
刻
み
、
父

の
姿
を
目
に
焼
き
付
け
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
、

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指
導
者
、
青
年
団
活

動
、
そ
し
て
町
議
会
議
員
と
し
て
、
人
の

た
め
地
域
の
た
め
に
尽
く
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
さ
ら
に
は
、
姉
や
親
戚
一
同
も

祖
父
の
言
葉
を
実
際
の
行
動
と
し
て
き

た
こ
と
が
、
私
の
町
長
就
任
に
つ
な
が
っ

た
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
行
政
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す

が
、
我
が
町
は
鹿
児
島
県
の
奄
美
群
島
に

属
し
、
人
口
約
８
、
２
０
０
人
の
町
で
す
。

特
徴
と
し
て
有
人
離
島
三
島
（
加
計
呂
麻

島
、
請
島
、
与
路
島
）
を
有
し
、
1
つ
の

町
が
海
峡
を
有
す
る
、
日
本
で
唯
一
の
町

で
あ
り
ま
す
。

有
人
三
島
の
課
題
解
決
を
図
る
べ
く
、

「
時
代
の
潮
流
と
社
会
の
変
化
へ
の
対
応
」

と
し
て
新
た
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

そ
の
1
つ
が
「
Ｄ
Ｘ
の
推
進
」
で
す
。

令
和
５
年
４
月
、
総
務
課
に
Ｄ
Ｘ
推
進
室

を
新
設
し
、
推
進
体
制
の
構
築
に
注
力
し

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
本
町
の
取
組
に
つ

い
て
は
総
務
省
が
全
国
か
ら
意
欲
的
な
フ

ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド
等
の
改
革
に
取
り
組
む
自

治
体
を
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
選
定
し
、
汎

用
性
が
あ
り
横
展
開
が
図
ら
れ
る
事
業
を

構
築
し
て
い
く
「
フ
ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド
改
革

モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
自
治
体
（
人

口
１
万
人
以
下
）」
と
し
て
採
択
い
た
だ

き
ま
し
た
。
よ
り
迅
速
に
・
確
実
に
Ｄ
Ｘ

推
進
を
図
り
、「
町
民
サ
ー
ビ
ス
」「
教
育
」

「
行
政
運
営
」
に
お
け
る
「
デ
ジ
タ
ル

フ
ァ
ー
ス
ト
」
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

も
う
1
つ
が
ド
ロ
ー
ン
運
航
事
業
で
あ

り
ま
す
。
本
町
は
Ｊ
Ａ
Ｌ
や
そ
の
他
の
企

業
と
ド
ロ
ー
ン
運
航
に
向
け
た
社
会
実
装

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
こ
の
度
瀬

戸
内
町
と
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
共
同
出
資
に
よ
る
ド

ロ
ー
ン
運
航
会
社
「
奄
美
ア
イ
ラ
ン
ド
ド

ロ
ー
ン
」
を
設
立
し
ま
し
た
。
災
害
時
の

活
用
と
し
て
、
被
災
状
況
把
握
の
た
め
の

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
空
撮
や
救
援
物
資
等
の

輸
送
。
平
常
時
の
活
用
と
し
て
、
本
町
が

有
す
る
二
次
離
島
へ
の
医
薬
品
、日
用
品
、

新
聞
の
輸
送
、
ま
た
学
校
給
食
用
の
食
材

の
配
送
も
定
期
的
に
輸
送
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。
離
島
に
お
け
る
ド
ロ
ー
ン

運
航
の
モ
デ
ル
と
な
る
べ
く
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

そ
し
て
、
瀬
戸
内
町
の
特
徴
で
あ
る
、

1
つ
の
町
が
海
峡
を
有
し
て
い
る
日
本
で

唯
一
の
町
と
し
て
、
リ
ア
ス
式
の
天
然
の

良
港
で
あ
る
と
い
う
地
形
的
要
件
に
加

え
、
沖
縄
と
九
州
の
ほ
ぼ
中
間
に
位
置
し

て
い
る
と
い
う
地
理
的
要
件
等
、
国
家
安

全
保
障
上
重
要
な
拠
点
と
な
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
防
衛
省
に
よ
る
港
湾
施

設
等
の
整
備
計
画
に
係
る
適
地
調
査
が
行

わ
れ
て
お
り
ま
す
。
我
が
国
の
安
全
保
障

上
の
抑
止
力
、
対
処
力
強
化
に
つ
な
げ
る

た
め
に
も
、
本
町
と
し
て
、
積
極
的
に
協

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
私
は
初
め
て
の

町
長
選
挙
の
際
に
、
町
民
・
全
国
の
郷
友

会
・
役
場
職
員
が
一
体
と
な
っ
た
、「
チ
ー

ム
せ
と
う
ち
」
を
旗
印
と
し
て
掲
げ
当
選

い
た
し
ま
し
た
。
そ
し
て
２
期
目
、
３
期

目
に
お
い
て
は
、
先
ほ
ど
紹
介
し
た
施
策

の
一
部
と
し
て
の
「
時
代
の
潮
流
と
社
会

の
変
化
へ
の
対
応
」の
施
策
と
合
わ
せ
て
、

時
代
が
変
化
し
て
も
実
行
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
施
策
も
大
事
に
し
、「
町
民
を
愛

し
」「
町
民
の
声
に
耳
を
傾
け
」「
町
民
の

心
に
寄
り
添
い
な
が
ら
」
行
政
内
部
の
問

題
と
し
て
の
「
職
員
の
意
識
改
革
・
資
質

向
上
」「
情
報
発
信
の
強
化
」「
強
固
な
財

政
」
を
図
り
な
が
ら
「
よ
り
強
固
な
チ
ー

ム
せ
と
う
ち
」
を
目
指
し
、
こ
れ
か
ら
も

町
政
運
営
に
全
身
全
霊
で
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

敬
天
愛
人

鎌か
ま

田だ

　
愛な

る

人ひ
と

鹿
児
島
県
瀬せ

戸と

内う
ち

町
長
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■共済契約できる物件

■共済掛金と共済金額

確かな安心を！　いつでも申し込み可能！

町村生協の火災共済

●共済契約者の所有する居住用建物およびその建物内にある動産
●共済契約者の配偶者が所有する居住用建物およびその建物内にある動産
●共済契約者と同一世帯に属する親族が所有し、かつ、共済契約者が現に居住する建物およびその建物内にある動産

共済掛金（年額）は共済契約1口（10万円）につき60円です。
契約額の最高限度は600口（建物400口・動産200口）で、6,000万円（風水雪害は450万円）を限度に補償します。

■こんな事故に共済金を支払います
共済金に加算して臨時費用・残存物取片づけ費用・失火見舞費用の各費用共済金を支払います。

※加入の申込、お問い合わせはお近くの都道府県支部までご連絡ください。

建物のみの場合

動産のみの場合

建物と動産を併せた場合

火　災 落　雷 破裂・爆発 地震・噴火・津波建物外部からの
物体の落下・衝突など 風水雪害

400口
200口
600口

4,000万円
2,000万円
6,000万円

24,000円
12,000円
36,000円

共済掛金額（年額）

口　数 共済金額 共済掛金

※水廻り・鍵開けでお困りの際に専門業者を手配し、水漏れを止めたり、開錠作業を行う等の応急処置をする
サービス（ホームアシスタンスサービス）を実施しています。〈詳細につきましては、町村生協ホームページをご覧ください。〉

風水雪害特約制度

全国町村職員生活協同組合のご案内　（https://www.zcss.jp/）

区　分

◎火災共済契約に任意で付加することができる特約制度です。風水雪害による損害に共済金を支払います。
◎この特約を付加することで、火災共済契約の風水雪害共済金に加算して、損害額の50％または火災共済契約額の50％のいずれか少ない額を
限度に、風水雪害特約共済金が支払われます。（ただし、風水雪害共済金と特約共済金の支払合計額が3,000万円を超える場合、3,000万円
が限度となります。）
◎特約共済掛金は、１口（10万円）につき50円です。（火災共済契約の契約口数と同口数を付加していただきます。）

●この組合は町村等職員であればどなたでも組合員になることができます。
●火災と自動車の共済事業を行っており、町村等職員の安定した生活に寄与してまいりました。
●協同組合ですので、営利を目的としておりません。掛金は低く設定しており、さらに決算時に剰余金が発生した際には、割戻金としてお返しいたします。
●組合員になるためには出資金が必要です。組合員は退職後も共済事業を終身利用できます。
●組合員が亡くなられた際は、配偶者が契約を承継することができます。
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